
個が生きる複式算数科授業

一自己を高める評価力の育成をめざしてく複式高学年での取り組み〉　-

山　田　意　次

1複式学級における算数科授業のあり方と自己を高める評価力

複式学級の算数科授業においては,学級構成が異なる二つの学年から成り立っているために当然

指導も二つの異なる内容を同時にしていくことになる。授業時間の半分は,教師の手から離れる間

接指導となる。このような授業条件下で,一人一人の子供達が主体的に学習に取り組み自分なりの

考えを持ち,考えを出し合いより高め,自分の活動を振り返ることにより達成感,満足感の味わえ

る授業。このような個が生きる授業にしていくためには,間接指導中でも,自分自身の手で学習を

進め,よりよいものを求めて高め合っていけるような学習態度を子供達が身につける必要がある。

このような学習力を身につけるためには,児童にその活動の原動力となる力=自己を高める評価力

を育成していくことが必要であると考えられる。複式学級の特性である間接指導の場を自学自習の

力を育てる場ととらえると,複式学級の算数科授業は,自己を高める評価力が育つのにふさわしい

授業条件とも考えられる。従って,間接指導が,児童の細切れ的な学習になったり,ワークシート

による自習にとどまるようでは,そのような力の育成は望めそうにない。児童自身が,主体的に問

題解決的な学習:「めあて意識を持つ」→「自力解決(解決の計画と実行)」→「集団解決(解決

の検討)」→「解決の振り返りと新たなるめあての設定」を進めることのできるような学習活動を

構成する必要がある。

2　自己を高める評価力の育成をめざす授業づくり

子供達が主体的に問題解決学習に取り組んでいくた釧こほ,学習の仕方が個々の児童に理解され

ていなければならない。そこで,昨年度の取り組みとして,問題解決学習の基本的な流れをカーード

で示し,本時の学習の進め方を明らかにした。

*つかむ(めあて)→調べる(自力解決)→話し合う(集団討議)→深める(確かめ)→振り返る

さらに,調べる,話し合う,振り返る場での活動や評価の観点を掲示し主体的に学習に取り射む

手がかりとした。その結果,子供達は自分達の手で学習を進めがんばりや考えのよさに気づくこと

ができるようになった。しかし,真に主体的に学習に取り組み,より自分を高めていこうとする力

を育てるまでにはいかなかった。(平成3年度研究紀要P51～56に詳細)

そこで,今の自分の力を確認し,より,自分を高めていこうとする力を育てていくために,今ま

での活動や評価の観点を見直し,次のような授業の手だてを設定した。

「問題解決学習の各場において活動の観点に加えて,自己評価基準を設定し,主体的に学習

を進め自己を高めていく手がかりとする。」

以下のように活動の観点や自己評価基準を設定し,各児童にプリントしてもたせた。また,「調

べる」「話し合う」「振り返る」については,活動の観点や自己評価基準をカードに示して常掲し,

いつでも,児童の目にふれるようにした。

〈学習のめあてをつかむ場〉

どんなことを学習していくのか分かる。

〈自力解決の場〉

次のような学習の方法の観点自己評価基準を設定し,前時までの学習をもとに本時の学習で個々

の児童が自分の考えを持ちより高めていけるための手がかりとさせる。
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(学習の方法の観点)

・めあてに対して,自分はどう取り組んでいけば今まで

の学習のまとめなどを参考に計画を立てる。

・今までに学習した方法や考えが使えないか。

・考えの説明を書く。

・他の方法で考えてみる。

(評価の基準)

レベル1　めあてに対し,どう取り組んでいくか今まで

の学習してきたことや前時の学習のまとめな

どを参考に計画を立てることができる。

レベル2　日分の考えを持つことができる。

レベル3　考えの説明ができる。

レベル4　考えが2つ以上持てるふ

く集団解決の場〉

個々の考えを明らかにし,よりよい考えに高めていけ

るように話し合いの仕方の観点や評価基準を次のように

設定し,自己評価や相互評価の参考となるようにする。

(話し合いの観点)

・どんな考え方かつかむ。また,人によくわかるように

説明する。(基本となる今までに学習した考え方・方法)

・考え方の共通点やちがいについて話し合う

・それぞれの考えにどんなよさがあるか話し合う

(評価の基準)

レベル1友達の考えをよく聞き,わからないことは質

問できる。

レベル2　日分の考えが発表できる。

レベル3　考えの共通点,ちがいを見つけることができる。

レベル4　考えのよさを見つけることができる。

〈深める場〉

・今日の学習で分かった考え,方法,公式などを使い,自分の力で問題が解ける。

く学習の振り返りの場〉

本時の学習を,次のような観点から振り返らせ,自他のがんばりや考えのよさ・高まりにきづか

せたり,今後の自分なりのめあてを生み出すための手がかりとなるようにする。また,自力解決,

集団解決で自分はどのレベルまでいけたかを振り返えさせることにより,本時の学習での自分の学

習の取り組み方に対する達成感を味わわせたり,次の学習への目標を持たせるなど算数学習に対す

る意欲化の向上を図っていくようにする。

(振り返りの観点)

(彰　わかったこと,よくわからないこと

②　自分にとって深まったと思うこと

(⑤　よい考えだなすはらしいと思ったこと

(り　もっと学習したいこと

⑤　調べる,話し合うで自分は,どのレベルまでいけたか。
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以上のような考えにたって実践した授業について述べていく。

3　実践事例　「図形の面積」(第5学年)　「比例と反比例」(第6学年)

(1)実践の概要

本時は,5年は,「三角形の面積の求め方と求積公式の理解(4/14時)」6年は「比例関係を活

用した問題解決(9/15時)」が主なねらいとなる。共に,既習事項を活用して問題を解決してい

くことのよさを味わわせる絶好の題材である。本時では,めあて意識を高め主体的に学習に取り組

んでいけるように,5年では「三角形の面積の求め方を考えることを通して自分達で公式を見):け

よう」,6年では,実際にたくさんの西洋紙を見せて「この中から250枚を簡単に能率よく取り出す

方法はないだろうか」と問いかけ課題に対する必要感を持たせるようにする。

本時の目標

第5学年　既習の平行四辺形や長方形をもとにして,三角形の面積を求め求積公式を理解させる。

第6学年　比例の関係を利用した問題解決の仕方を理解させ,そのよさに気づかせる。

(学　　　習　　　過　　　程)

指導上の留意点 5　　　　　　 年 6　　　　　　 年 指導上の留酎 コ

1　 平行四辺形は長 1　 前時 まての学習事項について
㌶

1つ 本時のめあてを設定するo l 1 .西洋紙を見せ「250
方形に形を変えるこ

Iの習熟練習享する0 -

牢 固 画

I　　　 -

l

2つ 本時のめあてをつかむo　 l

枚能率 よく取 り出す
とて求め られたこと
など考え方を復習 し
本時ての既習事項癌
用の方向づけとする

2 「平行四辺形の時
の方法が使えは, 面
積が求め られ公式が
見つけ られそ うかな

l
匝 率 よく数える方法　 l

I
l　　　　　　　　 l

l枚数 と重 さ l 恒 例 関 係 l

l　　　　　　　 l
l
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霊 詣 嵐 こ覧至射

せ枚数が50 , 100 ,
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250枚の時の重 さを
求める方法を考え_よ
うとめあてを設封す
る
2 ◎主体的ナ　自力解

と問いかけ見通 しを
持たせる。

3　 三角形のカー ト

l
三角形の面積の求め方 l

l既習去方法」

l
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l
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l
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決が進められ るよ　う
に学習の観点と評価
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合いの進め方の観点
や評価の基準を娠示

手かか りとさせる。
◎主体的な自力解決
が進められるように
学習の観点 と評価の
基準を提示 して置 く

4 ◎個々の考えを理
解 し話 し合いにより
考えを高めていくた
めに話 し合いの進め
裏芸監禁‡軍配 警
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l
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】
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陽脇イ
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く実際の学習の展開〉

5学年(8名)

1.前時の復習(7分・間接)

2.めあてをつかむ(3分・直接)

「三角形の面積の求め方を考えて公式を自

分達で見つけよう」

3.自力解決(10分・間接)

見通しを持つ場では,8名全員が今までの

平行四辺形や長方形を基に考えていこうと計

画を立てた。そして,全員が考えを持ち説明

を書くに到る。

4.集団解決(8分・間接,7分・直接)

C(日直)発表してください　図①

Cl図①を示し,平

行四辺形の吉だか
ら底辺×高さ÷2

C2図②を示し,三

角形を2つに分け

て1つずつ合同な

三角形を並べて長

方形にして,

縦×横÷2になり

ます。

二
二二

C　質問や意見はありませんか。…特に反応

なし

C　他のやり方はありませんか。では,自習

していてください。公式を考えたい人は考

えていてください。

T(2つの考えをもう1度確認した後)今ま

での考え方と違うところは‥・?

C。同じ図形を2つつなげる…

C。2倍にして平行四辺形や長方形にし割る

2をしている

教科書で公式をみんなで確認する。

5　振り返る(5　・間接,直接)

各自,今日の学習を振り返ってノートにま

とめを書き,発表しあう。

C5　日分達で三角形の公式が考えられてみん

なのチームワークだと思いました

C。平行四辺形を使ってできた。倍の考えっ

ていいなと思いました。

6学年(9名)

1.めあてをつかむ(直接・7分)

「250枚の重さの求め方を考えよう」

2.自力解決(7分・間接)

3.集団解決(18分・直接)

CllO:6=250:ⅩⅩ=1500(比の考え)

C2250×150=1500　表からわかるんだけれど

比かどうか分からない

T C2はどういう考え方だろうか

C3　ななめどうしの積は等しいという表から見

つけた決まりを使ってると思う

C。比の表し方で内側同士と外側同士をかけた

ら同じになることを使っている

(C2　うなづいて納得した様子)

C560÷10=6　6×250=1500(1枚当たり

の重さを求めて出した)

C6250÷10=25　60×25=15　250枚は10枚何

倍かを求めて重さも25倍した

C7表から600+900=1500　100枚の時の重さ

たす150枚の時の重さは,250枚の時の重さに

なります。

C8　うん,なるほどこれは使えるね。

T　つまり,対応する値の足し算をすると求め

られるんだね。これは,今まで気が付かなか

った新発見のきまりだね

C9　グラフをかいても求められます。かくのが

めんどくさいんよといいながら黒板にかく

5.振り返る(8分　間接,直接)

練習問題をやり,各自今日の学習を振り返り

ノートにまとめを書く

ClO　最近んたことのあるやり方でたくさんで

きた。自分では一番簡単なやり方が基本的な

足し算だったのでこれに気に気づいてよかっ

た

Cl.比例の考え方や表の決まりなどが上手に

使えてよかった。比例の考えは日常に使え

る。
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(2)考察

問題解決の各場に活動の観点や自己評価基準を設定したことは,主体的に学習に取り組み自

己をよい方向に高めていこうとする力を育てていく上で有効であったか。

本時での児童の学習の活動の状況は次のようであった。

5　　 年 自己評価レベル めあてに対 し自分 は どう取 り組 んで

い くか

本時 の学習 を振 り返 っての記述　 「

児 童 考え 説明 自力 集 団

1 2 ○ 3 2
平行四辺形 の公式 が使 え るかを考え 自分達 で三 角形の公式が考 えられ た。

なが ら公式 を考 え よ う み んなのチ ームワー クだ と思 いま した。

2 2 ○ 4 4
考えの説 明をで きる よ う今 までに学 形 を変 える と面積が求め られ る ことが分か った。

習 したや り方 を使 う 台形 とか も前の学習を使 えばで きそ うだ。

3 1 ○ 3 3
平行四辺形 の公式を使 う 今 日は図形を 2 倍 した りして面積を求めた。

今度は他の図形で もで きるかや ってみた い。

4 2 ○ 4 4
長方形 や平 行四辺形の公式 をも とに ・・今度は長方形や平 行四辺形や三角形の面積 の公

考 えてい く 式 を もとに して いろいろな図形を求めた い。

5 1 ○ 3 3
平 行四辺形の公式や考 え方を使 って 平行四辺形 を使 って三 角形がて きた。

や る 倍の考 えっていいな と思い ま した。

6 1 ○ 3 4
三角 形を動か して考 える 変身を して三角形 の面積を出すのはお もしろい。

もっと変化 したや り方でや ってみた い。

7 1 ○ 3 4
平行四辺形 の考 えを使 ってやる ‥自分 の 目標通 りで きて よか った。今 度は今 日の考

え を使 ってやる。

8 1 ○ 3 4
平行四辺形の面積 の出 し方を もとに 平行四辺形 の公式 を使 うことで三角形 の面 積が求め

して考えた い られた。今度 も今 までの ことを いか してい く。

6 年 考え 説明 自力 集団

1 1 2 4 比を使 って考 える 今 日は いろいろな考えが分か った

2 2 ○ 4 3 記述 な し 今 日は 6 個 の考えが出た。授業が とて も深 まっ1 二。

3 5 ○ 4 4
比例 を もとに式や クラフで解 く 最近や った ことのあ るや り方 でた くさんで きた。

… ・た し算に気づ いて よか った　 癌 に使え る。

4 2 ○ 4 4
記述 な し ・‥どんな応 用 した問題が でて もこれ を生か しで い

こ う

5 2 ○ 4 4
比例 の関係 を もとに表を使 って考 え 比例 の考え方や表の決 ま り等が上 手に使えて問題が

る 解け た。 比例の問題は 日常 の生活 に使 える。

6 5 ○ 4 4
い ったい何通 りの考え方が見つけ ら 自分 で 5 通 り見つけ られて うれ しか った。

れ るか や っぱ り前の学 習は大切だ と思 った。

7 1 2 4
今 まで に学習 した方法を使 って考え た くさんの考 え方が出たのて深 ま った。

る 前 の考 え方 が使 えたので よか った。

8 1 ○ 3 4
前の考え でて きるか どうかや ってみ …比 の考え とか グラフとか思い付か なか った

る ‥今度 この ような方法や考えでで きるかや ってみる

9 1 ○ 3 4
今 までの考 えが生 かせ ないか勉強 し ○ さんは , 表か ら対 応す る値をた して いま した。

て きた い み んなの考 えが分か ったので うれ しい。

(3)自力解決の場

めあてに対して,自分はどう取り組んでいくか子供達の立てた計画を見てみると6年生の2名を

のぞいて,今までの学習を生かして考えていこうとしているといえる。また記述のない2名も実際

の取り組みではレベル4であった。

5年生は結果として,2種類の考え方しか発表されなかったが,個々の児童は全員レベル3以上
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であった。しかも,学習の展開の3.自力解決の様子から分かるように全員既習の学習を活用し考

えを進めている。6年生は,9人で6種類の考え方を発表し個々のレベルも7人が3以上であった。

活動の観点や評価基準により自力解決が高められたと考えられる。

(4)集団解決の場

5年生の話し合いは,間接指導でレベル2で終わって自習になってしまった。日直を中心に学習

が進められているものの,レベル3が身に付いていれば話し合いがより深められたろう。6年生で

は,直接指導で,6種類の考え方を基にレベル4まで高まった話し合いが行われた。5年生も直接

指導で個々の考えを高めることができたが,間接指導の集団解決で自分達で高め合う力を育てるに

は,直接指導である程度の継続した指導が必要であろう。

(5)振り返る場

本時を振り返っての記述から児童は,既習の知識や方法を活用して解決できた喜びやそのよさに

気づくことができたことが分かる。また「今度は,長方形や平行四辺形や三角形の公式を基にして

いろいろな図形を求めたい。」「どんな応用した問題がでてもこれを生かして使おう」など,自分

なりに新たなめあてを持っことができた児童が5年で6名,6年で6名いた。振り返る観点を示す

ことにより,今後の自分の考えをさらに高めていこうとする意欲が高まったと考えられる。

児童に「レベル1～4までがこれからもある方がいいですか」

ア=2名,イ=8名,ウ=7名,エ=0名であった。ア,イに

ついての理由は,「自分の力のあり方がよく分かる」などが主

であった。反面イやウの理由の中には,「レベルは人によって

違うし,自分達でレベルの中身を変えていきたい」など自由に

自分で作った方がいいという声が多かった。

また,「自分達で学習を深めていく学習ができるようになり

ましたか」について,8名がとても思う,11名が思うと答え

た。「算数の学習は楽しいですか」については,8名がとても

楽しい,11名が楽しいと答えている。その理由として,「問題

が解けたときうれしくなるし,いろいろな発見をすることが楽

とアンケート調査すると,

レベル1～4 までがあった方が

いいですか。

ア　　　　 イ　　　　 ウ　　　 ェ

ぜひ

思う　　 思う　 あまり　全然

I i l

しいから」,「いろいろな角度から考えていくという考えがよいと思うしその方法を考えることが

楽しいから」,「みんなで司会して勉強を進めていくことが楽しい」などをあげている。

問題解決学習の各場の活動の様子や児童の意識調査の結果から,学習方法の観点や評価基準を設

定したことにより,自己を高めようとする意欲的な取り組みが見られるようになってきているとい

える。しかし,どの子も同じ基準では,逆に意欲を無くすこともあることがアンケート調査から分

かる。教師の設定した観点や基準を基に児童自身が自分なりの評価基準を作って取り組めるように

することをさらにめざしていきたい。
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